
，成
26
年

9
月
発
行

●
発
行
人
寺
澤
辰
匡

●
矯
纂
人
田
村
正
志

●
発
行
公
益
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
捩
戻
財
団

―T
220
_
8
6
1
1
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
_
1
,
1

1
1
0
 4
5
2
2
5
1
2
1
7

1
（
直
通
）

仰
神
奈
川

新

聞

社

咋
D
N
A

，ヽ .・.
・:・.>.:,? . • 

―-~、を蘊噸攣羹蕊二ァ
モデル綜区の公式試験梢始の前日 （昭和37年6月
25日）に、試作電車B編成が鴨宮基地から第1生沢ト

ンネル（大磯と二宮の町境付近）まで、リハーサル走行

しました。画面奥（トンネルの向こう側）が小田原・ 鴨

宮方面、画面手前が綾瀬・東京方面c 写真は車両が

トンネルを抜けて1亭止したところ。その後、反対側を
先頭に親宮基地に戻りましたっ

写真提供：久保敏氏



い昭和34i和l月1日新丹那トンネルにて起工式が挙

子され、東京～新大阪問500km以上の椋路建設が

配ビッチで進められた。写真提供；菅原三郎氏

3 

....新幹線営業車0系以前のテスト車両である1000系

の原寸大のモックアップ，曲面ガラスで、ライトが横に

長いタイプです。 写真提供：日本車輌製造

2 



新
幹
線
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、
や
は

り
速
さ
で
し
ょ
う
。
現
在
、
束
悔
道
新
幹

線
の
最
高
速
度
は
時
速

2
7
5キ
ロ
、

山

陽
新
幹
線
（
新
大
阪
—
拇
多
間
）
は

3
0
0
キ
ロ
、
東
北
新
幹
線
（
東
京
_
祈

宵
森
閥
）
は

3
2
0
キ
ロ
。
昭
和

40年
代

に
愛
唱
さ
れ
た
・泊
謡

「
は

し

れ

ち

ょ

う

と
っ
き
ゅ
う
」

（
山
中
恒
作
詞
、
湯
浅
譲

二
作
曲
）
で
も

「
ビ
ュ
ワ
ー
ン
ビ
ュ
ワ
ー

ン
」
と
、
速
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
ル
ー
ツ
を
探
る
と

1
9
3
0

年
代
の
「
弾
丸
列
車
」
に
さ
か
の
ぽ
り
ま
す
。

朝
鮮
半
島
、
中
国
大
怪
へ
の
ル
ー
ト
を
視

「弾
丸
列
車
」
が
ル
ー
ツ

野
に
入
れ
、
東
京
—
下
関
問
の
所
要
時
間

を

9
時
間
（
当
時
の
最
速
は

18
時
間
半
）
で

結
ぼ
う
と
い
う
破
天
荒
な
計
画
で
し
た
C

結
局
、
戦
争
激
化
に
よ
り
中
断
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
部
で
は
用
地
買
収
も
行
わ
れ
、
現

在
の
東
海
道
新
幹
線
の
ル
ー
ト
に
重
な
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。

戦
後
に
な

っ
て
「弾
丸
列
車
」
の
計
両
が

息
を
吹
き
返
す
こ
ろ
、
別
の
目
的
も
大
き

く
頭
を
も
た
げ
て
き
ま
し
た
。
在
来
の
東

海
道
線
の
利
用
者
が
増
え
、
混
雑
が
激
し

く
な
り
、
輸
送
力
が
逼
迫
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
す
。
昭
和
31(
1
9
5
6
)
年
に
国
鉄

部
内
に
設
け
ら
れ
た
組
織
の
名
前
は

「
束

海
道
線
増
強
謁
査
会
」。
現
在
な
ら
ば

「鉄

道
の
占
lnJ

速
化
」
が
叫
ば
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

▲富士山麓を走行する東海道新幹線の新型車両N700A

ド
9

ッ
プ
。
東
京
ー
新
大

口
閾
麟
3
新
幹
線
が
ス
ヒ
ー

阪
問
を

「ひ
か
り
」
は
3
時
間
10
分
、「
こ
だ
ま
」
は
4
時

間
で
運
転
開
始

昭
利
位
年

1
9
6
7

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

n3止
曰

旅
客
輸
送
1
億
人
を
達
成

昭
利
44年

1
9
6
9

！

ー

新
幹
線
三
島
駅
開
業

ア
ポ
口

11号
、初
の
有
人
月
面
麓
陸
が
成
功

印
』
a
-

昭
和
46年
1
9
71

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
日
本
第
一
号
店
（東
京
・銀
座
）開
店

関
柑
47年

1
97
2

日
山
止
曰

山
陽
新
幹
線
（
新
大
阪
S
岡
山
間
）開
業
。
「
ひ

か
り
l

は
東
京
ー
岡
山
問
を
4
時
間
10
分
で
運
転

沖
縄
返
還
沖
縄
県
誕
生

閉
利
18年

1
97
3

n田
よ
曰

墨
示
駅
に
新
幹
線
建
設
記
念
碑
建
立

オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク



,.・",, 芦迅＃？、

~ 芯ぷッ~
▲開業10年目に「若返り工事」と呼ばれる大規模な工

事を行いました。これは経年劣化が見られる分岐器、

架線などを入れ替えたもので、深夜の作業だけでは対

応できない作業のため、半日程度列車の運行を休止し

て実施されました。絶え間ない保守作業が新幹線の

安全を守ったのです。 写真提供：交通新聞社

....ドクターイエロー：新幹線電椴軌道総合試験車。営

業車並みのスビートで走行しながら、軌道・霞気設備•イ言

母設備を検査する業務車両。黄色い車体からドクター

イエローの愛称で親しまれています。10日に1回程度

の運行なので「目翠すると縁起がいい」などとも言われ

ています。 写真：JR東海
゜

a
g
 

7
新

四
た

．
昭

5
ご
戸
[
ゃ
｀
：

-
」-．
 

.
ク

:-
G
ム

供

T

テ
提
ス

真

c
 

ヽ

~n
 
ぞ
巧゚~ 

'
)
御

行

ふ
制

運

c
車

RAMT ゜

た
叩

g

q
i訓

ム

さ
世
テ

{

れ発
、
ス

開

た

｛，ノ

即

扇

豆

業
導
行

関

ら

運

▲

か

線g

o
 

一
。。゜

〗[i
。六
断

c ゜
゜

◄東海道新幹線では、開菜1年後から地震を検知し列車を停止さゼ
る 「制御用感農器」が設置され、現在ではさらに早期に地要の初割

を捉え安全策を謡ずる 「テラス-TERRA・S(Toka1do shinkanse「

EaRht四 eR~id Alaim System)」が稼i勁しています。Cがテラヌ
検地点(21カ所）

線
路
幅
を
国
際
基
準
に

輸
送
力
の
増
強
と
は
、
限
ら
れ
た
線
路

上
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
列
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
安
令
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
池
入
さ
れ
た
の
が
自
動
列
車
制
御

装
置
(
A
T
C
)
で
し
た
。
巡
行
、
停
止
や
速

度
制
限
な
ど
の
信
サ
が
電
車
の
連
転
席
に

表
示
さ
れ
る
と
同
時
に
自
動
的
に
プ
レ
ー

キ
が
作
用
す
る
方
式
で
す
。
ま
た
、
踏
切
事

故
を
な
く
す
た
め
、
線
路
は
完
全
な
立
体

交
差
に
な
り
ま
し
た
。

線
路
の
保
守
も
侮
底
し
て
い
ま
す
。
時

刻
表
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、
新
幹
線

は
午
前
0
時
か
ら
同
6
時
ま
で
辿
行
さ
れ

ま
せ
ん
。
日
夜
、
保
線
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

単
に
速
い
車
両
を
造
る
だ
け
で
な
く
、

早
さ
の
実
現
に
小
可
欠
な
条
件
と
し
て
安

全
を
確
保
す
る
ー
。
こ
う
し
て
「
安
全
な
新

幹
線
」
の
実
績
が
築
か
れ
ま
し
た
。
半
世
紀

の
間
、
車
内
の
乗
客
が
死
亡
す
る
事
故
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。

先
進
的
な
安
全
対
策
の
ほ
か
、
新
幹
線

の
大
き
な
特
徴
と
い
え
ば
、
線
路
幅
を
挙

げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
現
在
の

J

R
在

米

線

や

私

鉄

で

一

般

的

な

秘
速
化
の
絶
対
条
件
ー
安
全

当
初
の
眼
目
は
輸
送
力
の
向
上
に
あ
り
ま

し
た
。

平
成
-ル
年

昭和
64
年

1
9
8
9

消
費
税

(3
%
）
海
入

平
成
3
年

1
9
9
1

[
f

新
都
庁
舎
、使
用
開
始

平
成
4
年

1
9
9
2

日
田
比
3
地
震
動
早
期
検
知

シ
ス
テ
ム
「
ユ
レ
ダ
ス
」
稼
慟

f
成
5
年

1
9
9
3

r

5

J
リ
ー
グ
誕
生

f
成
9
年

1
9
9
7

nu山
3
東
海
道
新
幹
線
で
初
め
て
の
自
動
改
札
機

を
静
岡
駅
に
設
置

4

サ
ッ
カ
1
日
本
代
表

W
杯
本
大
会
初
出
場

f
成
11
年

1
9
9
9

回
固
氏
曰

7
0
0
系
が
営
業
運
転
開
始

回

3
氏
曰

東
海
道
新
幹
線
で
の

0
系
運
用
終
了

ギ
成
1
2
年

2000

二
千
円
札
使
用
開
始

平
成
17年

2
0
0
5

団
U
よ
曰

東
海
道
新
幹
線
早
期
地
巽
警
報
シ
ス
テ
ム

「
T
E
R
R
A
s
（テ
ラ
ス
）
」運
用
開
始

i18年
2
0
0
6

第
1
回
W
B
C
開
催
。
日
本
が
侵
勝

~ 

閉
積
49年

1
9
7
4

霊
U
n田
新
幹
線
10
周
年
。
食
堂
車
営
業
開
始

証

阻

曰

讐

に

「新
幹
線
発
祥
之
地
」記
念
碑
建
立

靡
53年

1
9
7
8罰
髯

且
い
た
「
マ
；
”[い
’翌

聞
甕
泣
年

1
9
8
0

ル
ー
ヒ
ッ
ク
キ
ュ

ー
ブ
発
売

閉
柑
56年

1
9
8
1

E
m
K
E
-
新
幹
線
建
設
門
の
世
界
銀
行
借
款
完
済

昭
利
57
年

1
9
8
2

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」
放
送
開
始

昭
柑
58
年

1
9
8
3

東
京
デ
イ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
、オ
ー
プ
ン

昭
利
62年

1
9
8
7

n田
“
曰

国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ
り
、
東
海
道
新
幹
線

は

J
R
東
海
の
運
営
に

7
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ー
「
初
め
て
新
幹
線
に
乗
っ
た
の
は

修
学
旅
行
だ
っ
た
」
と
い
う
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
幹
線
が
修
学
旅
行
に
使
わ
れ
は

じ
め
た
の
は
昭
和

45
年
。
以
来
、

多
く
の
中
高
生
た
ち
が
そ
の
ス

ピ
ー
ド
と
快
適
さ
を
体
感
し
な
が

ら
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
も
や
は
り
超
高
速
で
あ
り
な

▲開業10年目に食堂車が誕生。 1975年3月当時、
新間の朝刊が50円、かけそばが150円の頃、食堂
車ではハンパーグステーキ定食1,000円、カレーライ

ス500円、ビール（大） 340円、コーヒー200円など
が提供されました。 写真提供：JR東海

き
ょ
‘
つ
き

1
0
6
7
ミ
リ
の
「狭
軌
」
に
対
し
、
新
幹
線

は
1
4
3
5
ミ
リ
の

「椋
準
軌
間
」
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
欧
米
で
主
流
の
幅

で
、
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
す
。
走
行
時
の
安
定
性
が
高
ま
る
上
、
車

両
の
大
型
化
、
す
な
わ
ち
輸
送
力
を
増
強

で
き
る
、と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

削
治
時
代
に
狭
軌
で
開
業
し
た
日
本
の

鉄
道
の
関
係
者
は
、
た
び
た
び
線
路
幅
の

変
更
を
構
想
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
戦

前
は
果
た
せ
ず
、
中
国
束
北
部
で
日
本
が

経
営
し
た
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
で
実
現
し

た
限
り
で
し
た
。
ち
な
み
に
満
鉄
に
は
、
今

の
新
幹
線
と
同
じ
「
ひ
か
り
」

「
の
ぞ
み
」
と

い
う
名
の
急
行
列
車
が
あ
り
ま
し
た
。
偶

然
の
よ
う
で
す
が
、
興
味
深
い
符
合
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

従
来
技
術
の
蓄
積
で
世
界
へ

こ
の
よ
う
に
、
完
全
な
新
シ
ス
テ
ム
の

よ
う
に
見
え
る
新
幹
線
で
す
が
、
そ
の
実
、

突
然
変
異
的
な

「新
発
町
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ま
で
の
在
来
線
で
芯
積
し
た
「実

証
済
み
の
技
術
」
の
延
長
線
上
に
位
世
し

て
い
ま
す
C

新
幹
線
の
車
両
だ
け
を
み
て
も
、
モ
ー

タ
ー
や
車
体
構
造
は
、
昭
和
3
2
(
1
9
5
7
)

年
に
登
場
し
た
新
性
能
通
勤
電
車
l
o
l

系
や
、
昭
和
33(
1
9
5
8
)
年
に
双
豆
場
し
た

東
海
道
本
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
特
急
ク
こ
だ
ま
ク

1
5
1
系
の
も
の
を
甚
礎
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
電
化
方
式
を
従
来
の
直
流
電
化

で
は
な
く
、
大
電
力
を
供
給
で
き
る
交
流

電
化
方
式
を
採
用
し
た
の
も
、
東
北
本
線

な
ど
の
在
来
線
で
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い

た
技
術
で
す
。

半
枇
紀
の
蓄
積
を
経
た
東
洵
遺
新
幹
線

の
最
新
型
N
7
0
0
A
は
、
運
転
手
の
指

示
に
よ
り
ダ
イ
ヤ
の
指
定
時
間
通
り
に
自

が
ら
薔
い
｛
女
全
性
を
実
現
し
た、

新
幹
線
の
高
度
な
運
行
技
術
が
あ

れ
ば
こ
そ
な
の
で
す
。

保
士
ヶ
谷
区
の
丘
の
上
に
建
つ

市
立
西
谷
中
学
校
。
そ
の
日
は
始

業
前
か
ら
校
舎
の
屋
上
に
多
く
の

生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
す
る

と
「
新
幹
線
が
来
た
よ
！
」
の
声
。

中
学
生
た
ち
は
屋
上
の
柵
か
ら

一

斉
に
大
き
く
手
を
振
り
「
セ
ン
パ
ー

イ
、
修
学
旅
行
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー

「リニア・鉄道館」では11月24日（月・休）ま

で東海道新幹線開業50年を記念して

特別企画展「東海道新幹線50年の軌

跡」を開催中。全部で39両の実物車両

を展示し、子どもから大人まで楽しく学

べる鉄道のミュージアムです。詳しくは

ホームページで。 1リニア・鉄道館Im冒

平
成
19年

2
0
0
7

四
辺
”
曰
N
7
0
0系
が
営
業
運
転
開
始

日
本
郵
政
公
社
、民
営
化
へ

f
成
20年

2
8
8

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ギ
成
21年

2
8
9

u↑
Z
7
0
0系
に
て
最
高
時
速
3
3
0
キ
ロ
の

実
証
運
転
実
施

f
成22年
8
1
0
 

や
ぶ
さ
」が

り

旦

"
I

叫
1[
-

・キ
成
巧
年

2
01
3

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
認
定

平
成
26年

8
1
4
 

消
費
税
率
を
変
更
（5
％
↓
8
%）

国
囚
鱈
3
東
海
道
新
幹
線
開
業
50
周
年

動
走
行
す
る
「定
速
走
行
装
置
」
や
、
大
地
旋

に
備
え
た
強
力
な
非
常
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、

一
培
古
回
度
な
装
置
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
鉄
道
技
術
は
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
ヘ

の
海
外
展
開
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
シ
ス
テ
ム
は
、
「
陸
蒸
気
」
に

始
ま
る
日
本
の
鉄
逍
の
歴
史
の
集
火
成
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

い
」。
そ
の
声
に
応
え
る
よ
う
に
上

級
生
が
乗
っ
た
新
幹
線
の
窓
か
ら

は
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
い
く

つ
も
い
く
つ
も
光
り
ま
す
。
ほ
ん

の
5
秒
程
度
の
声
の
届
か
な
い

コ

゜
3
 

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

年
以
上
も
続
く
恒
例
イ
ベ
ン
ト
だ

そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
幹
線
は
子
供
た

ち
の
夢
を
乗
せ
て
、
安
全
・
快
適

に
走
り
ま
す
。

. ,. 
天文学会100周年記念切手（はやぷさとイトカウ）

，
 



試
験
卓
両
で
泊
ま
る
こ
と
も

小
田
原
市
内
の
J

R
鴨
宮
駅
北
口
。
駅

前
商
店
街
に
は
「
新
幹
線
発
祥
の
地
」
と
書

か
れ
た
三
角
バ
ナ
ー
が
そ
こ
か
し
こ
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
に
は
新
幹
線
開

業
以
前
の
昭
和
37
年
か
ら
の

2
年
間
、
超

高
速
鉄
道
の
走
行
実
験
や
運
転
士
育
成
な

ど
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
線
が
存
在
し
ま

し
た
。
つ
ま
り
夢
の
超
特
急
は
、
鴨
宮
で
生

ま
れ
た
と
も
言
え
る
の
で
す
。

当
時
鴨
宮
モ
テ
ル
線
区
で
新
幹
線
の
試

作
電
車
の
試
験
調
査
を
担
当
さ
れ
、
ま
さ

に
新
幹
線
を
産
み
出
し
た
お
ひ
と
り
で
あ

る
、
久
保
敏
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ー
鴨
宮
に
は
何
年
頃
？

昭
和
3
7
(
1
9
6
2
)
年
か
ら
で
す
。
入

社
は
31
年
で
、
当
時
の

H
鉄
で
は
都
市
部

出
身
の
新
入
社
且
は
、
遠
い
地
方
で
研
修

す
る
事
に
な

っ
て
い
ま
し

て
、
私
は
生
ま
れ
も
育
ち

も
束
京
な
の
で
一
番
遠
い

九
州
に
配
個
さ
れ
ま
し

た
。
人
情
も
哉
か
で
食
べ

物
も
旨
い
北
九
州
の
門
司

で
1
年
間
蒸
気
機
関
車
の

機
関
士
見
習
い
を
し
て
い

ま
し
た
。

34年
か
ら
在
来

線
の
車
両
設
計
部
門
に
配

元
国
鉄
新
幹
線
総
局
モ
デ
ル
線
諧

久
保
敏
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー

10 



..テスト車両の1000系ば昂成車両。営業車rT)Q系とは塗装のデザインが異なります。

属
さ
れ
、

36
年
に
新
幹
線
の
設
計
グ

ル
ー
プ
が
で
き
て
、
翌
年
か
ら
鴨
宮
に

来
た
の
で
す
。

輯
宮
で
は
試
作
電
車
の
試
験
デ
ー
タ

の
収
集

・
分
析
を
担
当
す
る
助
役
で
し

た
。
管
理
区
の
区
長
の
下
に
助
役
が

5

人
、
私
が
車
両
担
当
で
ほ
か
に
事
務
、

土

木
、
屯
気
、
運
転
の
各
担
当
が
お
り
、
管

理
職
は
区
長
を
含
め

6
人
だ
け
で
し

た
。
そ
の
下
に
検
査
係
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
い
て
拐
宮
の
事
務
所
に
は

30
人
ほ

ど
が
い
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
2
年
で
開

業
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

何
事
に
も
決
裁
が
速
い
よ
う
に
、
予
算

を
は
じ
め
新
幹
線
総
局
は
他
の
部
門
か

ら
独
立
さ
せ
て
く
れ
て
い
た
の
で
ス

く
て
難
儀
し
ま
し
た
（笑）
。

ー
鴨
宮
は
ど
ん
な
町
で
し
た
か
？

当
時
の
鴨
宮
は
居
洒
屋
も
な
い
町

で
、
遊
び
と
い
え
ば
昼
休
み
に
モ
デ
ル

線
区
の
鉄
橋
か
ら
酒
匂
川
に
釣
り
糸
を

垂
ら
し
て
鮎
を
釣
っ
た
り
す
る
く
ら
い

で
し
た
ね
（
笑
）
。

枇
界
最
速
時
速
2
0
0
キ
ロ
超

ー
夢
の
超
特
急
の
開
業
ま
で

2
年
と
、

期
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
…

時
間
に
追
わ
れ
て

一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
線
路
を
造
る
土
木
の
方
た
ち
で

す
。
私
た
ち
車
両
の
方
は
、
在
来
線
で

も
既
に
時
速
1
6
0
キ
ロ
以
上
は
出
せ

J

と
も
し
よ

っ
ち
ゅ
う
で
、
薮
蚊
が
多

タ
ッ
フ
の
節
離
が
近
く
て
活
が
早
い
、
い

い
職
場
で
し
た
。
こ
れ
は
鴨
宮
の
車
膊
前

で
撮
っ
た
記
念
写
真
で
す
ね

（ペ
ー
ジ
最

上
段
）
。
中
央
が
茄
新
幹
線
三
羽
巨
戸
と
い
わ

れ
た
お
三
方
で
、
左
か
ら
技
師
長
の
島
秀

そ
f
)

う

し

ん

じ

雄
さ
ん
、
国
鉄
総
裁
の
十
河
信
二
さ
ん
、
そ

し
て
常
務
理
事
の
大
石
重
成
さ
ん
で
す
。

ー
少
数
精
鋭
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時

私
は
独
身
で

29歳
。
他
の
助
役
も

30歳
前

後
で
情
熱
も
あ
っ
た
し
む
や
み
に
働
き
ま

し
た
C

仕
居
に
は
熱
洵
の
ひ
と
つ
先
の

来
宮
の
寮
を
あ
て
が
わ
れ
ま
し
た
が
、
熱

海
駅
か
ら
の
帰
り
の
バ
ス
は
最
終
が
早
く

て
、
仕
事
が
長
引
く
と
帰
れ
な
い
。
仕
方
が

な
い
か
ら
基
地
の
車
両
で
寝
泊
ま
り
す
る

て
い
た
こ
と
か
ら
、

2
0
0
キ
ロ
超
え
も

可
能
な
事
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
課

題
は
安
全
走
行
を
い
か
に
実
現
す
る
か
で

し
た
。

ま
ず
レ
ー
ル
の
上
を
車
両
が
安
定
し
て

走
行
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
し
ま
し

た
。
脱
線
係
数
（
車
輪
が
レ
ー
ル
を
上
か
ら

押
す
力
と
横
に
靴
す
力
の
比
潔
ー
）
を
測
定

し
な
が
ら
限
度
値
を
越
え
な
い
よ
う
速
度

を
徐
々
に
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

台
車
、
架
線
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
、
自
動
列
車
制

御
装
置
な
ど
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
実

車
を
走
ら
せ
る
事
で
検
証
し
、
設
計
す
る

部
門
に
伝
え
、
反
映
し
て
も
ら
う
日
々
で

す
。
で
も
当
時
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
ま

だ
な
か
っ
た
の
で
す
。
研
究
所
に
タ
ン
ス

＇ー
』
ー
1
,
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開業当日の新聞記事から

....上：テスト車両内でのデータ収集風景。

写真捉供：久保敏氏

左上：当時の世界最扁速度である時速

256km走行を記念したプレート。

◄ 全線がつながる。
「オリンピックまでに…」を合い言葉に工事が進

められてきた東海逍新幹線の最終レール結合

式が昭和39(1964)年7月1日午前10時に

川崎市市ノ坪（当時）で行われました，

写真提供：神奈/II新聞社

の
よ
う
に
大
き
な
霞
了
計
算
機
が

り
ま
し
た
が
、
設
計
計
算
な
ど
に
は

一
昼

夜
以
上
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

台
あ

ー
そ
し
て
昭
和
3
8
(
1
9
6
3
)
年
3
月
30

日
に
電
車
方
式
で
の
世
界
最
高
速
度
、
時

速

2
5
6キ
ロ
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

え
え
、
あ
の
と
き
も
も
ち
ろ
ん
同
乗
し

て
テ
ス
ト
数
値
を
脱
ん
で
い
ま
し
た
。
皿

界
最
速
の
時
速

2
5
6
キ
ロ
は
ほ
ん
の
短

い
時
間
で
し
た
が
、
こ
の
試
走
で
時
述

2
5
0
キ
ロ
を
超
え
る
と
車
両
に
空
気
力

学
的
な
影
密
が
大
き
く
慟
く
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
車
体
を
叩
く
よ
う
な
バ
タ
バ

タ
と
い
う
立日
が
す
る
ん
で
す
。

ほ
か
に
高
速
で
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
時

の
「耳
ツ
ン
現
象
」
な
ど
は
実
車
を
高
速
で

▼
開
業
の
日
の
神
奈
川
新
聞
記
事

新
横
浜
駅
東
京
、
大
阪
を
ふ
く
め

十
二
に
の
ぽ
る
新
駅
の
う
ち
、
ま
る
っ

き
し
の
田
ん
ぽ
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
の

か
、
岐
阜
羽
烏
駅
と
こ
の
新
横
浜
駅
。

り
っ
ぱ
な
駅
前
広
勘
と
駅
舎
は
で
き
た

が

「な
に
せ
田
ん
ぽ
の
中
の

一
軒
家
」

と
寂
し
が
ら
れ
る
が

1
中
略
1

第

一
日
は
ざ
っ
と
千
人
の
乗
降
客
が
あ
っ

た。

1
後
略
ー

小
田
原
駅
観
光
の
山
・
箱
根
を
す
ぐ

う
し
ろ
に
か
か
え
る
小
田
原
釈
で
は
こ

の
日
鈴
木
小
田
原
市
長
を
は
じ
め

S

中
略
ー
約
三
十
人
が
朝
早
く
か
ら
、

み
が
き
の
か
か
っ
た
イ
タ
リ
ア
産
の
大

理
石
造
り
、
総
ガ
ラ
ス
弧
り
と
い
う
新

装
な
っ
た
駅
舎
に
集
合
c

＼
後
略
＼

令

ー

走
ら
せ
た
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
試
験
結
果
を
受
け
て
醤
産
車
両
の
設

計
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
車
体
を
気
密

化
す
る
た
め
に
電
線
の
穴
す
ら
も
ふ
さ

ぎ
、
溶
接
も
シ
ー
ル
材
な
ど
で
隙
間
な
く

繋
ぐ
わ
け
で
す
。
客
室
を
気
密
構
造
に
す

る
の
で
換
気
装
置
に
は
締
め
切
り
弁
を
付

け
て
ト
ン
ネ
ル
通
過
中
は
閉
じ
る
構
造
に

し
ま
し
た
。

「子
育
て
」
の
苫
労
と
喜
び

ー

つ
い
に
新
幹
線
開
業
の
日
。
昭
和

39

(
1
9
6
4
)
年
10
月
1
日
に
は
出
発
式
に

列
席
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

協
業
の
日
か
ら
新
幹
線
保
守
の
部
署
に

異
動
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
で
切
符
を
購

▼
開
業
の
日
の
夕
刊
記
事

開
業
初
日
で
あ
る
1
日
午
後
1
時
ご
ろ
、
新
大

阪
発
東
京
行
「
ひ
か
り
号
」
が
名
古
屋
釈
を
発

車
直
後
、
殿
後
部
の
2
等
車
に
乗
っ
て
い
た
乗

客
の

一
人
が
突
然

「腹
が
廂
い
」
と
苦
し
み
出

し
た
。
同
行
の
二
人
が
車
掌
に
急
を
告
げ
た
。

車
掌
は
車
内
放
送
で
乗
客
の
中
に
医
師
が
お
ら

れ
な
い
か
を
探
し
た
。
す
る
と
三
人
の
医
師
が

や
っ
て
き
た
。
医
師
た
ち
は
患
者
が
急
性
盲
腸

炎
で
あ
る
と
診
断
を
く
だ
し
た
。
車
掌
は
直
ち

に
C
T
Cセ
ン
タ
ー
に
無
線
を
入
れ
た
。
指
令

長
の
了
解
の
も
と
に
、

14
時
31
分
静
岡
駅
に
臨

時
停
車
を
し
、
患
者
は
迎
え
の
救
急
車
で
日
赤

病
院
に
入
院
し
た
。
世
界

一
の
新
幹
線
に
ふ
さ

わ
し
い
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
救
助
作
戦
だ
と
マ
ス

コ
ミ
は
＝〗
き
立
て
た
。

「新
幹
線
安
全
神
話
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
」
よ
り

齋
藤
雅
男
著、

2
0
0
 
6
年
刊
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邑

| ►有名なイギリスの経済雑誌「エコノミス
ト」は 1998年2月21日号の 「鉄道の

I 
新時代Jという記事の中で、「もし東海道

新給線が遠設されていなくて、同じ人数を

乗用車で逼んだとすると、幹緑道路は混Lみ合い毎年 1800人の死者と1万人の負
傷ご出ることにな~ と記しご~ J 

ジャンポジェット機なら

~ 
40人乗りの大型パヌなら

10印：： 1台出発

全
入
し
早
朝
に
新
幹
線
の
ホ
ー
ム
ヘ
向
か
い

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
で
は
新
幹
線
の
出
発
式

が
開
か
れ
て
い
て
報
道
や
見
物
の
方
で
大

混
雑
で
す
c

私
は
朝
6
時
半
発
の
こ
だ
ま

で
小
田
原
ま
で
行
き
、
と
ん
ぽ
返
り
で
東

京
行
き
の
新
幹
線
に
乗
り
換
え
束
京
駅
へ

戻
り
、

8
時
半
に
は
き
ち
ん
と
デ
ス
ク
に

座
っ

て
い
ま
し
た
。

実
は
淵
業
か
ら
の

3
年
間
が
大
変
だ
っ

た
の
で
す
。
；＋
育
て
期
の
苦
労
ク
で
す
か

ね
。
冬
の
関
ヶ
原
で
雪
を
巻
き
込
ん
で
し

ま

っ
た
り
、

ト
ン
ネ
ル
内
で
す
れ
違
う
際

に
気
圧
の
変
化
で
ト
イ
レ
の
水
が
吹
き
上

げ
た
り
。
故
障
対
策
の
成
果
で
昭
和
42
年

度
に
は
故
陪
件
数

（走
行
百
万
キ
ロ
当
り
）

が
lO分
の
1
に
な
り
安
心
し
ま
し
た
が
。

結
局
0
系
の
車
両
設
計
に
は
最
後
ま
で

関
わ
り
、
20
年
以
上
に
渡
っ
て

3
千
両
以

上
製
造
し
た
と
思
い
ま
す
。
0
系
と
い
う

モ
デ
ル
は
外
見
は
同
じ
で
す
が
中
身
は
ど

ん
ど
ん
新
し
い
素
材
、
部
品
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
特
に
削
柴
10年
目
ま
で
に
は

ベ
ア
リ
ン
グ
ひ
と
つ
で
も
格
段
に
高
性
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
30年
代
の
日
本
の
工
業
水
準
は
決

し
て
腐
く
は
な
か

っ
た
し
、
翰
入
素
材
も

品
位
の
森
く
な
い
も
の
が
多
い
時
代
で
し

た
。
だ
か
ら
金
属
な
ら
製
錬
技
術
か
ら
見

直
し
、
加
工
精
度
を
極
め
、
結
呆
的
に
信
穎

性
の
あ
る
製
品
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
う
し
て
技
術
を
鹿
き
上
げ

る
力
が
日
本
の
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
HI
心い

|
J
R
元
会
長
の
山
之
内
秀

一
郎
氏
は
著

書

「新
幹
線
が
な
か

っ
た
ら
j

で
新
幹
線
不

在
仮
説

（上
記
図
版
参
照
）
を
述
べ
て
い
ま

す
が
？
山
之
内
さ
ん
と
は
同
期
人
社
で
新
人
の

頃
に
は
北
九
州
の
門
司
で

一
緒
に
見
習
い

と
し
て
過
ご
し
た
仲
で
す
が
、
つ
ま
り
新

幹
線
が
な
か
っ
た
ら
そ
の
後
の
経
済
発
展

も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
説
で
、
ま
っ

た
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
c

粕
宮
の

頃
に
そ
れ
ほ
ど
の
使
命
感
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
価

n必
死
で

し
た
。
そ
の
日
の
問
題
は
す
べ
て
そ
の
日

に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

ま
す
。
新
幹
線
の
開
発
は
国
鉄
が
イ

ニ
シ
ア

テ
ィ
プ
を
と
っ
て
辿
め
ま
し
た
が
、
結
局

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

の
力
な
の
で
す
。
車
体

の
設
計
も
国
鉄
を
中
心
に
民
間
の
製
造
各

社
が
案
を
持
ち
寄
り
、
試
作
試
験
し
た

デ
ー
タ
を
共
有
し
て
靡
き
上
げ
て
行
き
ま

す
。
共
刺
設
計
、
競
争
生
産
の
体
制
で
民
附

の
各
社
も
ラ
イ
パ
ル
と
言
う
よ
り
は
お
互

い
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
い
う
意
識
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
日
本
だ
か

ら
で
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
新
幹
線
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
功
の
最
大
の
要
因
だ
っ
た
と

い
ま
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

私
に
と

っ
て
神
奈
川
・

鴨
＇
呂
で
の
月

H

は
、最
も
浪
い
記
憶
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

新
幹
線
な
か
り
せ
ば
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財団からのお知らせ

今
年
の

3
月
に

「第

43
回
神
奈
川
県
中

小
企
技
術
者
海
外
派
遣
団
」
の
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。
弊
社
社
長
の
木
田
か
ら
「
白

国
生
産
に
こ
だ
わ
り
、
伝
統
あ
る
技
術
を

世
界
に
発
信
し
て
い
る
欧
州
の
モ
ノ
づ
く

金
属
加
工
を

24
時
間
自
動
化

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
の
技
と

マ
イ
ス
タ
ー
の
プ
ラ
イ
ド

モ
ノ
作
り
の
国
の
こ
だ
わ
り
を
見
た

横
浜
市
金
沢
区
昭
和
精
エ
（
株
）
大
長
秀
徳
さ
ん

り
の
現
場
を
見
る
良
い
機
会
だ
」
と
言
わ

れ、

8
日
間
で
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
3
カ
国
を
巡
り
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
オ
ー
ト

マ
社
で
す
。
造
船
用
や
建
築
用
の
機
械
部

品
の
製
造
~
場
で
、
従
業
員
5

人
の
家
族

経
営
な
が
ら
、
年
尚
約
6
0
0万
デ
ン
マ

ー
ク
・
ク
ロ
ー
ネ

(
1
億
2
千
万
円
）
を
売

り
上
げ
る
企
業
で
す
。
旋
盤
加
工
ラ
イ
ン

は
全
自
動
で

24時
間
稼
動
可
能
と
の
こ
と
。

欧
州
は
人
件
要
が
蒻
く
、
金
属
加
工
に

も
無
人
化
、
自
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
ト
マ
社
の
ラ
イ
ン
も
、
無
人
と
は
い

え
チ
ッ
プ
が
割
れ
る
な
ど
の
不
良
品
が
出

れ
ば
自
動
で
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
仕
組
み
と

の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
こ
の
ラ
イ
ン
に

は
粕
密
な
加
工
は
適
さ
な
い
よ
う
で
す
。

弊
社
の
扱
う
ミ
ク
ロ
ン
サ
イ
ズ
の
精
密
加

工
を

24
時
尚
全
自
動
で
行
う
の
は
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
対
象
製
品
を
選
べ

ば
効
率
化
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
視
察
先
は
、

海
外
派
造
団
員
が
語
る

e)

ル
ド
ル
フ
の
刃
物
専
門
企
業

「
カ
ー
ル
メ

そ
の
後
に
訪
れ
た
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ

ま
た
現
地
の
熟
紬
ス
タ
ッ
フ
の
古
回
い
プ
ラ

イ
ド
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
11
台
の

ラ
イ
ン
の
う
ち
、
た
っ
た
1
人
の
ベ
テ
ラ
ン

が
8
台
を
受
け
持
ち
、
特
定
の
ラ
イ
ン
は
特

定
の
熟
練
工
で
な
け
れ
ば
動
か
せ
な
い
と
い

い
ま
す
。
緊
急
時
対
応
や
後
進
の
育
成
と
い

う
観
点
か
ら
す
れ
ば
問
題
で
す
が
、
話
を
聞

け
ば
職
人
の
ク
こ
だ
わ
り
々
が
私
た
ち
と
は

比
べ
物
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
「
技
術
は
自

分
で
磨
く
も
の
」
と
い
う
自
力
本
願
な
精
神

を
誇
り
と
し
て
い
る
の
で
す
。

今
の
時
代
に
も
必
要
な
手
仕
事

海外派遣事業のこ紹介
--------------------------
国際的視野の広い中小企業者年従業

者の育成を目的として、神奈川県との

共催により昭和45年に「神奈川県中小

企業技術者等海外派遣事業」を、また

平成元年にr神奈川県商業従業者海外
派遣事業」を開始し、継続実施しており

ます。現在まで、中小企業技術者等派遣

事業に870名、商業従業者派遣事業に

188名の方々が派遺団員として参加さ

れ、欧州の先進国で貴重な視察研修を

体験されています。応募要領等詳しく

は、ホームページをご覧ください。

ヽ

人K秀他（だいちょう・ひで0）り）
昭和48年生まれ。平成7年昭和精
工株式会社に入社。生産部システ

ム課にて、車部品などの金型設計

製作を担当。組み立て技術Gリー
ダーとしてチームをまとめる。
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財団からのお知らせ

5
日
目
の
視
察
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

心
に
誇
り
と
ゆ
と
り
を

ル
ダ
ム
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
磨
加
工

t
場

「
ガ
ッ
サ
ン
」
で
も
、
職
人
の
手
作
業
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
の
熟
練
技
術
と
マ
イ
ス
タ
ー
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
C

げ
人
[
Z
う

私
の
仕
事
で
も
現
合
作
業

（
部
品
を
現

場
で
合
わ
せ
る
と
い
う
意
味
の
製
造
業
界

川
話
）

な
ど
は
手
作
業
な
の
で
、

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
、
人
の
手
で
つ
く
り
上
げ
る
、

柑
通
ず

機
械
化
が
進
ん
で

モ
ノ
づ

く
り
の
根
源
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ル
テ
ン
ス
」
や
、

オ
ラ
ン
ダ

・
ア
ム
ス
テ

ビ
ス
タ
ー
社

の
プ
ー
ス
に
絞
り
、
造
形
実
涼
を
見
学
し

ま
し
た
C

ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
金
属
加
上

の
工
作
機
械
と
し
て

3
D
プ
リ
ン
タ
が

活
川
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
ど
こ
の
視
察
先
に

伺
っ
て
も
、
経
営
者
も
従
業
貝
さ
ん
も
大

変

フ
ラ
ン
ク
な
対
応
で
歓
迎
し
て
く
れ
、

ファピスター社の30プリンタ。見本市にて。

械

i 
ン
タ
の
フ
ァ

3
D
プ

リ

フ
」

で
す
。

本
市

「
メ
タ

屎

加

工

機

ー ミ
鉄屑やその他の切り粉は材質ごとに分別

し、鉄屑は業者が回収し再利用されます。

フ
の
国
際
金

〔会社情報）昭和精工株式会社

横浜市金沢区福浦 1-4-2 045-785-1111 {灼
http://www.showa-selko.eo.jp/ 
主な業務内容：精密プレス金型、精密樹脂金型

等、金型の設計製作、精密治工具、自動化機器

専用機の開発、設計製作

職
人
の
高
い
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
た

一
ガ

で
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
楽
し
く
仕
事
を
す

る
雰
囲
気
も
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

今
後
は
研
修
で
得
た
こ
と
を
生
か
し
、

欧
州
に
食
け
な
い
日
本
の
も
の
づ
く
り
を

極
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

t':. • 
新人の営業スタッフ（左女性）に、ペテランスタッフ （奥）と金型組立をレクチャー。

'-¥ゲ‘
心....i ミ1'

昭和精工は、創業以来60年にわたる実績とともに「絶対品質・スピード・グローパル」
をキーワードに掲げる元気なモノ作り企業です。平成23年の「第1回横浜知財みらい

企業」「横浜価伯組企業」認定ほか、受賞・認定・選定歴も多数。本社からは八景島

や海の公園なども至近で、ワークライフパランスに優れた勤務環境です。
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「2014かながわ民俗芸能祭」のご案内
「2014かながわ民俗芸能祭（無料）」を次の通 り開催い
たします。人々の絆や地域のつながりによって育ま

れ、受け維がれてきた郷十．かながわの民俗芸能をご観

賞くださいc

●会 場横浜銀行本店ピルH貨「はまぎんホールヴィアマーレJ
●募集人員 350名

申込多数の場合には抽選となりますので｀予めご了承ください。

●開催日 12月7日（日）
●時 間閉演午後1時(12時30分開場 16時30分終演予定）

●募集期限 11月1日（土）（当日消印有効）

●出 演 芸能 1 所在地 1 出演団体

浦賀虎踊り I臼色叉四 浦賀虎踊り保存会

三緬 I; 旬萄神社面神楽保存神楽師会
善部妙蓮寺曲題目保存会

柳烏エンコロ節保存会

伊勢十二座太神楽獅子霧保存会

＠主 催神奈川県民俗芸能保存協会

＠共 催神奈川県、公益財団法人はまぎん産業文化振輿財団

＠協 賛横浜鍬行

●申込方法 往復はがき 1 枚に、郵便番号・住所・氏名·電話番号 •参加人散(1 名または

2名参加、昂大2名）•閲催日 ，返信用宛先を明記のうえ、〒220-8611 横浜市西区

みなとみらい3-1-1「はまぎん財団民俗芸能祭係」までお申し込みください．

※未就学児の入場はご遠慮ください．

※はがきに掲載されたf1i1人情報は、催事のお申し込みのみに使用し、厳正にお取り扱いします。

●お問い合わせ 公益財団法人はまぎん産業文化振典財団事務局（横浜銀行本店ピル

13階内電話045-225-2171、平日9時~17時）

●交通アクセス JR線・横浜市営地下鉄線 桜木町駅下車、 動く歩道利用徒歩5

分、みなとみらい線みなとみらい駅下車7分

※駐享場のこ’用意がこ’ざいませんので、公共機関等をご利用ください。

編集後記

秤いいた民パもで吼りの新さ幹感 ... 
さたた 間問 ンい ‘宮神幹 せ線 ‘初
まだだ発製一ぅ祈モ奈線ての右め
)jいけ名造を べ幹デ川 開く思手て
しミたれ魂各キき線ルに業れいに新
久ばの社 lエ設線凶以る出見幹
厚保幸光もヮピ社区．む来もは‘
公く敏いが 一 l '.ノ I- で ~50 の‘る

え線

益お氏で 'JL ドし携
に

開五年が子芦釆
- 財・キしをす神と 卜ゎ
団をは ゜ 奈な新

にをつ業店のぁ供士り
J 安りの iJI

法中じ T Ill つが記 t、ま占仝ま時の大
人しめ晟かて、ぶ~ ~ 投でを、シすに雄阪
は J:.取後ら のし術あ交ス 。 H 人 万
ま閏材に発日 し者とぇ ー ー 博
ぎ になせ本？ま達 2 て:ヌ悼ドに
＊んす，御りらの 3几し(/)年掲ナ＇か点向
務産 協まれ人辟 な 産と救ど回んをか
局梁）J し た動 み v_'

取の

は ... 
し上 だ呑つ

長文 をた こ脈全 -,のっまげ了竹むて
化いがとをオ；；．緊し 景．思、旅
田娠 た‘を築 公

て 1し迫な 1mウをいす
村興 だ姫感き ルみ感 通

工

在財 い修じ上廿村 ジ とのま、＇，ィ
W : る

し
ゴ彿 ....高

志団 たをてげ、ヤで ,i, t. ミ 時ばと新沿

財団からのお知らせ

2014はまぎん財団ふれあいコンサートのご案内

11月から米年1月までに開催するコ ンサ ー ト（無料）につきま し

て、次の辿り、 ご案内いたします。なお、平成27年J文も、引 き続き開
催をf定しております。詳細は、別途ホームページ、インフォメ ー
ション等でお知らせいたします。

ロビーコンサート（無料）

●会 場 横浜銀行本店ピル2階本店営業部□ピー
●時 間 12時15分 ~12時45分(30分）

開催日 ！ 内容 1 出演者 曲目（予定）

11/10 
（月）

マリンバソロ 1古川玄一郎
夏の修辞法、4つのローテーション｀

愛の喜びは他

《予約制》ヴィアマーレコンサート

●会 場横浜銀行本店ピル1階「はまぎんホールヴィアマーレ」

●募集人員各400名

申込多歎の場合には、抽遺となりますので、予めご了承くたさい．

●開催日 下記のとおり

●時 間 14時00分~ 15時30分(1時間30分）

●募集期隈 12月15日開催：11月14日（金）

1月19日開催： 12月19日（金） ※共に当日消印有効

;：~： | ク~,:;::いこ：カヘレ1日~£:言 ：ノ三重奏
召二詈叫己言；）他一

※各コンサートとも曲目を変更する場合もありますので、ご了承ください．

●申込方法

各コンサート毎に往復はがき1枚に、郵便番号・住所・氏名・電話番号・コンサー ト開催

日・コンサート名・ 1名または2名参加（最大2名）を明記のうえ

〒220-8611 横浜市西区みなとみらい3-1-1「はまぎん財団コンサート係」

までお申し込みください．

ご注意：お申込みはがきは、各コンサート毎にお願いいたします．また、コンサート開催

日・コンサート名の記翻がないおはがきは無効とさせていただきます．

＠協賛横浜銀行 ＠協カオフィスKOM

〔会場アクセス）

ヴィアマーレは横浜銀行本店ピ
ル1Fにあります．
横浜市西区みなとみらい3-1-1

■ JR横浜市営地下鉄線
桜木町釈下稟動く歩道利用5分

■みなとみらい椋
みなとみらい駅下*fクイーン
ズスクエア連絡口」「けやき過り
ロ」より徒歩7分

※駐事湯のご用意がございませんのでこ来場のほは、公共の交通愧閣等を
ご利用くださるよう．お願い申しあげます; 22 


